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1. はじめに 

企業の製品情報，政府の広報，個人の体験を記し

たブログ等，様々な発信者の多種多様な情報がイン

ターネット上に流通するようになった．その結果，

ショッピング，観光，健康管理等の日常生活から，

製品開発の立案，政策の判断に至る様々な場面にお

いて，有益な情報がインターネット上に大量に存在

している．今後，一般の人がこれらの Web 情報を用

いて様々な重要な意思決定を行うようになると考え

られる． 

しかしながら，一方で Web 情報には，個人の誤解

に基づく誤った情報や，特定の観点からの偏った意

見等の信頼性の低い情報も大量に流通している．さ

らに，Web情報の信頼性を検証する手段が十分に整備

されてない．そのため，現状，一般の人が Web 情報

を参照して意思決定するにはリスクが伴い，Web情報

を安心して利用できない状況にある． 

 筆者らは，利用者が関心をもつトピックに対して，

Web 上の様々な発信者の情報を多面的に分析し，Web

情報の全体像を様々な観点から集約して提示するこ

とで，利用者が Web 情報の信頼性を検証することを

支援するシステムの開発を目指している[1,2]．これ

までに，アガリクスやマイナスイオン等の利用物，

捕鯨問題や CO2 問題等の社会問題のトピックを分析

対象として，各トピックに対して 100 ページ程度を

分析対象とした評価用データを作成し，評価用デー

タで動作するプロトタイプシステムを開発した[2]． 

 本稿では，プロトタイプシステムを元に，検索エ

ンジン基盤 TSUBAKI[3]と結合することで，任意のキ

ーワードに対して，数億ページ規模の Web ページを

対象とした分析を行う情報分析システム WISDOM(Web 

Information Sensibly and Discreetly Ordered and 

Marshaled)の開発方針とシステム構成について報告

する． 

 
2. 開発方針／特徴 
 筆者らは，以下の開発方針で情報分析システム

WISDOMの開発を行っている． 

 様々な Web情報を多面的に分析する． 

 自然言語処理技術を活用することで，高精度の

情報抽出・分析エンジンを開発する． 

 実用規模の評価検証システムを構築する． 

 

2.1 様々な Web情報を多面的に分析 

現状，Web 情報をアクセスする場合，多くの人は，

Web検索エンジンを利用している．Web検索エンジン

は，ユーザが入力したトピック（検索クエリ）に適

合する人気ページを一次元でランキングする．その

ため，様々なページでそのトピックがどう評価され

ているかを知ろうとした場合，検索結果の上位から

順に全てのページを参照する必要がある．例えば，

特定の製品名で検索した場合，検索結果の上位のペ

ージの多くが，企業による製品紹介ページだとする

と，その製品を実際に使用したユーザが記したペー

ジにアクセスするには非常に手間が掛ってしまう．

一般に Web 検索エンジン利用者の多くは，検索結果

の上位数ページにしかアクセスしないため，Web上に

製品購入の判断のための有益な情報(例えば，その製

品の欠陥情報)が大量にあっても検索結果の上位に

なければ見逃してしまうことになる． 

一方，WISDOM では，トピックに関連する数百～千

ページ規模の Web ページから，以下の観点で Web ペ

ージから情報を抽出し，多面的に分類することで，

トピックに関する Web 情報の全体像を把握すること

を支援する． 

 情報発信者 

情報を発信した著者，サイト運営者，及び，著

者とサイト運営者の関係を表わす情報発信タイ

プを Web ページから抽出する．情報発信者抽出

の詳細については参考文献[6]に記す． 

 トピックに関する評価情報(意見) 

Web ページ中のテキストからトピックに関する

評価情報を（評価保持者，評価対象，評価表現，

極性）の４項目で抽出する．評価情報は，客観

的な事実を表わす「製品 Aは 3日で壊れた」，「健

康食品 B で風邪が治った」等の従来の主観表現

よりも広い表現を対象とする．評価情報抽出の

詳細については参考文献[7,8]に記す． 

 ページ外観 

Web ページ中に，電話番号や住所等の実世界の
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連絡先が含まれるか，アフィリエート等の広告

が含まれるか等，Web ページの信頼性に関連す

るページの外観的な特徴を抽出する． 

 

上記により，「誰（どういう属性をもった人・組織・

ページ）がどういう情報(肯定評価・否定評価)を発

信しているのか」を抽出して，発信者クラス別，肯

定否定別，広告量別等に Web ページを分類して提示

し、実際のページや評価情報に簡単にアクセスする

ことを可能とする．さらに，利用者がその情報を信

頼性するかどうかの手掛かりとなる，以下のような

分析を可能とする． 
 製品 A は，全体では肯定評価と否定評価の数は

同じくらいだが，肯定意見は企業がサイト運営
者のページか，広告が多いページばかりである． 

 行政・新聞社・学会がサイト運営者のページで
は，製品 Aに関する否定評価のみである． 

 個人ページでは，製品 A の肯定評価と否定評価
の両方があるが，否定評価が多い． 

 

2.2 自然言語処理技術の活用 

大規模コーパスの利用による統計言語処理技術の

発達や，機械翻訳等のシステムの開発による言語資

源の蓄積により，固有表現抽出や述語項構造解析に

ついては高精処理のためのツールや辞書等の環境が

整いつつある．これらの研究成果を基盤に，さらに

高度な言語処理技術を研究開発することで，様々な

Web情報に対して実用精度で動作する情報抽出・分析

エンジンを開発する． 

 

2.3 実用規模の評価検証システムを実現 

 様々なトピックに対して，実用規模での評価検証

を行うために，数億ページ規模の日本語 Web ページ

を対象とした分析システムを構築する．そのため，

本システムは，PC クラスタを用いた大規模並列計算

機環境上に構築する．また，ノード(PC)を追加する

ことで，ページ規模の拡大や処理速度の高速化が可

能なスケーラブルなシステムを構築する． 

 

3. 分析画面イメージ 
 WISDOMの分析画面の実現イメージを図 1に示す．

画面の上部は分析クエリの入力欄であり，その下

の「検索結果」，「ページ分類」，「意見分析」，

「絞込条件」は検索結果や分析方法を選択するた

めのタブである．検索結果タブは TSUBAKI の結果

を表示し，ページ分類タブはテキスト内容によっ

て，検索結果のページをクラスタリングして表示

する[5]． 

図 1.a は，発信者分類の画面イメージであり，

左メニューは「個人」，「企業」，「行政」等の

発信者クラスであり，選択した発信者クラスのペ

ージ情報が右側に表示される． 

図 1.b は，意見分析の画面イメージであり，左

メニューは評価情報をクラスタリングした分類で

あり，右画面は，肯定否定の割合，具体的な肯定・

否定の評価文と，評価文が含まれるページ情報を

表示している．また，絞込条件で，発信者クラス

を「企業」等に限定することで，「企業」のみを

対象とした意見分析の結果も表示可能である． 

 図 1.c は，各 Web ページの「ページ情報」の画面

イメージであり，ページから抽出した「情報発信者」，

「ページ外観」，「評価表現」の情報を表示する． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.a 発信者分類の画面イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.b 意見分析の画面イメージ 
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図 1.c ページ情報の画面イメージ 

 

4. システム構成 
 WISDOM のシステム構成を図 2 に示す．基本的な構

成は，Web検索エンジンに各種の情報抽出・分析エン

ジンを追加する形となっている．また，Web検索エン

ジンと同様にサーバ側で全ての処理を行い，利用者

は自分の PC のブラウザ上で，分析クエリを入力し，

分析結果を表示する Web アプリケーションで実現し

ている． 

 
4.1 ページ収集・登録部 
4.1.1 クローラ 
  複数ノードで並列動作可能なWebクローラにより，

Web ページを収集し，Web ページをローカルなディ

スクに保存する．現状で約１億ページの収集してお

り，更新頻度が高いニュースサイトやブログは随時

収集を行っている．なお，収集の際に，今回の分析

対象に含まれず，比較的量が多いアダルトページに 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2. システム構成図 

ついては，キーワードによるフィルタリングを行う

ことで収集対象からは除外する． 
 
4.1.2 Web 文書標準フォーマットと TSUBAKI 

保存した全ての Web ページのテキストに Juman
による形態素解析，及び，KNP による構文解析を実

施し，全ての解析結果を XML 形式の Web 文書標準

フォーマット[4]に変換して保存する．また，Web 文

書標準フォーマットの情報を用いて，全文検索用に

検索エンジン基盤 TSUBAKI のインデックスを作成

する． 
 
4.1.3 情報抽出エンジン 

分析クエリに依存せずに抽出可能な情報発信者，

及び，ページ外観については，事前に Web ページか

ら情報を抽出し，Web 標準フォーマットに格納する

と共にインデックスを作成する． 
 
4.2 分析処理部 
  Web 情報の分析は以下の手順で動作する． 

1. 利用者が入力した分析クエリ(トピック)を

TSUBAKIを用いて検索し，検索結果の上位数百

ページの文書 ID集合を取得する． 

2. 数百ページの文書 ID 集合を対象として，ペー

ジ情報取得 API，クラスタリング API，評価情

報取得 APIを用いて，発信者分類・ページ外観

用の情報、ページ分類用の情報、意見分析用の

情報を並列非同期に取得する．なお，意見分析

用の評価情報はトピックに依存するため，Web

文書標準フォーマットから動的に抽出する． 

3. 「検索結果」，「ページ分類」，「発信者分類」，

「意見分析」の各タブの情報は、非同期に作成

され，表示可能になった時点で順次ブラウザで

の閲覧が可能になる．つまり，利用者は，まず，

検索結果を閲覧し，処理が終わった分析結果か

ら順に閲覧することが可能である． 

なお，検索インデックスや Web 文書標準フォーマ

ットをページ数単位で分割し，複数ノード(PC)で分

散して処理することで，スケーラブルなシステムを

実現している．また，取得結果をキャッシュに保存

することで，同一トピックに対する２度目の分析か

らは，高速な処理が可能である． 
 

4.3 大規模並列計算機環境 
 WISDOMは，PCクラスタシステムを用いた大規模並

列計算機環境に構築している．計算ノードは 200 台

(400CPU，800CPU Core)，共用ストレージ容量は 120TB

であり，最大 20Gbpsの研究開発テストベッドネット

ワーク JGN2に接続して運用している． 
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5. 議論／今後の課題 
これまでに，前章のシステム構成で１億ページ強

の Webページに対して，Web文書標準フォーマットと

検索インデックを作成した。また、検索エンジン

TSUBAKIとの結合，ページ分類，分析 cgiについては

開発を完了し，動作確認を行った．さらに，情報発

信者，意見，ページ外観の各抽出・分析エンジンに

ついては，初期版の動作を確認中である． 

 以下に現状システムの開発で，情報分析システム

の課題として残っている点について記述する． 

 分析結果の提示方法 

現状システムでは，発信者分類と意見分析がタブ

として分れており，独立に分析結果を提示する仕

様となっている．絞込条件の指定によって特定の

発信者のみの評価情報を分析することはできるが，

例え発信者クラス(例えば，「企業」と「個人」)で

肯定・否定の分布が大きく異なっていても，利用

者が絞込条件を指定しなければ，その異常を発見

することができない．今後，発信者と評価情報を

融合させることで，異常な分布であることをシス

テムが利用者に提示することで利用者に「気付き」

を与えるための枠組みを検討する予定である． 

 分析結果の要約方法 

現状システムを複数文書の要約と捉えた場合，同

様の情報をマージする，対立・矛盾する情報を強

調するという観点での設計が不十分である．類似

する Web ページ／文でも，肯定否定が異なる情報

や，発信者クラスが異なる情報はマージできない

等の基準を作成して，実装していく予定である． 

 分析のナビゲーション方法 

利用者は，最初は分析対象として思いついたキー

ワードをトピックとして入力し，次により具体的

なサブトピックを対象として分析するような使い

方をすることが考えられる．例えば，最初は「ア

ガリクス」というトピックで分析し，次は「アガ

リクスの成分」，「アガリクスが癌に効く」という

アガリクスに関するサブトピックで分析するとい

うような使い方が考えられる．この場合，利用者

にサブトピックの候補を提示する等して，分析対

象をトピックからサブトピックへスムーズにナビ

ゲートする必要がある． 

 分析対象の更新 

現状，ページ収集からインデックス作成までの処

理が自動化されておらず，分析対象の更新は人手

で行う必要がある．今後，サイトの更新頻度に応

じてサイト毎に更新頻度を可変にし，自動的に分

析対象に新規 Web ページを追加する枠組を構築す

る予定である． 

 

6. おわりに 

  本稿では，Web情報の信頼性を検証するために，Web

情報を発信者，意見(評価情報)，ページ外観等から

多面的に分析する情報分析システムWISDOMの開発方

針とシステム構成について報告した．現在，各種の

情報抽出・分析エンジンを改良中であり，今後，改

良された情報抽出・分析エンジンを WISDOMに組み込

み，本システムの有用性を評価検証する予定である． 
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